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　この一光階の値が光階数と共に恥す事は比較星の光彩を算出する時に1餐さ
れる問題である．ある人は互に接近せる比較下闇の光階数のみをとり，他の
組合せ（例へばa－cの如き）は棄てたり．叉はweightをつけて最少自乗法
によつた人もあるが，普．通の整理の時にはa－cの如きものはweigh亡を垂に
でもしてa－b，b－cより出て來たものと卒均すればよいだらう．
　その他ピクリング法を用ふればamVllbのm：nを實際の値よりつねに
大叉は小に目測してみるとか，「又は二光階を一，三階に比して著しく澤山用
みるとか言った誤差もある．
　G，色（スペクトル）による誤差
88 攣光星の限覗襯測に就て 天界　165
　　（i）色による光階鰹の誤蓬赤と赤，白と白といふ風に色が同じであれば，光
階他は同一であるが二星の色が異ると不揃になる．例へばアルゲランダ1は
RLeoDisの観測の際，　AとVとの聞（光度差1．14）に封ずる光階藪が3乃至
8も墾つた．即ち一光階の値になほすと0．38乃至0．14の間を攣じた事になる．
　これを遜けるには，赤V・星は長く見績ける事も必要であるが，叉この誤差は
生理學的光度にも關回してみるから，色の日立たぬ位に小さな器械を用みる
とかして光度を弱める事が最も良い方法である．赤いガラスで白い方の星を
赤くする方法も好結果は得られない．
　　（ii）　7“ルキンエ言懸同じ色の星であれば・　　第三圖
光の彊さが同一の攣化をしても光の彊さの割
合は同一であるから，眼の受ける置畳帥ち光
度の差も不攣である．例へば望遠鏡の口径を
二分の一にすれば，爾星の光の彊さは四分の
一になるが，その時等星共同じ光度の1．5階級
宛淡くなり．その光度差は同一である．
　当るに色が異ると眼の生理的構造よりして，
が異って下る．
????????????????（?????） ??㌧「???．??? ???????
→一］　　　　　t　　　　　　　　a　　　　　b　　　光の強さ（左が強い）
光の張さとその感箆との系敷
　　　　　　　そして光の張度の攣化に封ずる眼の感畳は青色光に封ずるよ
り赤色光に封ずる方が鏡敏なのである・第三圖にてaなる光の張さに於て青，
赤二野が同一光度acを有してみても，望遠鏡の口径を大にするとかして，同
時に光の彊さが一様に増しbになった時には，赤色星の方がより明るく感ぜ
られ光度dbと有り，青はそれ程には明るくなった檬に感じられないで光度
はebと有り，從って光の強さは同一一6あるに拘らすdeだけ光度差が生す
る．
　かくプルキンエ誤差は目測の誤差でなく，生理的原因によるものである・
大きV・器械を用みた方が赤い星がより明るく見えるとV・ふよく知られてみる
事實はこれによるものである．
　　（i｛i）背景の明るさによる誤差薄明や月光のある時，地謡線で室の濁ってゐ
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る時雨に赤星の明るく見えるのは著名の一三であるが・これも二軍に眼の生
理的構造よの三明できる現象である・シユミドの左二R座星の観測には29日
前後の週期が見幽されたがこれは明に月光によるものである・
　倍率を高くすると背景の明るさは減するから，高倍率を使用すれば幾分は
この眠るv・室より來る誤差は小にする事ができる・
　d．以上の誤差を避け，なるべく精確な目測をしょうと思へば，ハ1ゲンの
曲げた次の項目を守る事が大切である・
　敏陥のなv・正常な眼，光嗣法に充分習熟する事，充分な休養，樂な頭及身
艦の位置・周園より妨げられる光の來ない事・守門及記録帳にできるだけ暗
い照明を用みる事，室氣透明，星像は少くとも中位の落着を示してみる事，
薄明，著しき月光なき事，目測の結果を全然豫想せぬ事である．
　筒，以上の如き目測の際に入る誤差をつねに忘れす，片々たる目測結果よ
り輕卒に種々な結論を導かぬよう注意せねばならぬ．
　e．光　階　の　値
　身罷及頭の樂な位置，器械の取扱易き事，爾眼を用ゐられる事等は光階の
値を小にする．帥ち肉眼，双眼鏡，小望遠鏡，大望遠鏡の順に光階値は大に
なる．例へばシユミドは明るい星では一光階が0．18等，望遠鏡星では0．28等で
あった．但し勿論器械は異っても同一の生理的光度の鳥合に就てである．
　一夜毎に一光階の値は攣るものであ　　　　　　第　八　表
るが，これはその日の眼の感じ方及室
氣の歌態によるのであらう。叉長週期
的な攣化としては，中村要氏は天界第
4巻170頁に自身の高階の値の攣化を書
V・てるられるが，有名なハ1ゲンは突
獲的，：叉プラスマンは漸進的な感化を
見出してみる．但しハ1ゲンの攣光星
星圖ASVの作成の際には第八表の如
き漸進的な攣化を示した．
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　　§9．観測に比する諸注意
　a．攣光星が淡くて見えぬ時には必づ見得る最微の比較星を記入しておか
ねばならぬ．さもなく唯見えないといふ記録からだけでは整理のしようもな
く，淺念ながら棄てねばならぬ．特に淡いSS　Cyg型星の場合等は攣光星が
見えなくても，それで立派な一個の潮測になるのだから注意を要する．
　比較星が同時に同一硯野に入らぬ揚合は，双眼鏡等は幾分恕すべき時もあ
るが，望遠鏡では，絶封に観測してはならぬ．甚だ不精確な結果を帯すからで
ある．叉その器械に明るすぎなv・適當な光度の星を高すぎなv・倍率を用ぴて
観測した野合には，こんな事は滅多に生じない．
　目測の際不精確と思はれた時には，輩に不精確と記録せす．その原因と思は
れる月光，雲，低室，疲勢等を記入して置く事，これは後で何等かの系統的な
ものとして明にされる揚合があるかも知れぬからである，
　なるべく一定の比較星を用ゐ，（特に比較星として與へられてない馴合）そ
して攣光星に近い光度の星を用みる事，例へば包，b，　c，　d，の順に比較星のあ
｝，，攣光星はb，cの間にあるa，　dの間にはさんだ目測はb，　cの間にはさ
んだものに著しく精度は劣る．叉比較星の光度の與えられてみる時には，光
階法で目測し§6の1の如く比較星間を光階で結ばねばならぬ．若しa，b，　c，
dの比較星を用みた揚合，a，　b，及。，　d等の光階は解っても，　bと。との間
の光町がわからぬ時には整理の仕檬もなv・から，観測を一先づ打切る頃には，
必づこの事を験さねばならぬ．
　それより淡い比較星が見えない揚陸は仕方がないが，光輝法の時でもなる
べく二つの星の聞にはさむ事　光度のはなれた星しか同一硯野に入らぬ時に
は，比例法で補助的tc　H饗しておく．
　b．合成光度
　比較閉門は周園の星と攣光星とが分離できす，冷物倍率を用みると，適當
な比較星が同一硯野に入らぬと言った時には，分離できなくても構はぬから
合成光度を目測しておく・後でボグソンの法則を用みて容易に各星の光度が
算出される．先づ次ぎに合成光度の計算の仕方を書かう．（つS’く）
